










緒言 

心拍数変動は心固有の特性の表現であると同時に,それを支配する中枢神経系の発達や状

態の反映でもある。このような観点から,ヒト胎児における心拍数の解析が古くから試みら

れてきた。ここに,ヒト胎児においては,当初から連続する 2つの心拍間隔から求められる

瞬時心拍数が最少単位として用いられ,一連の心拍数の並びと大きさのトレンドが

cardiogram と称される記述法で表された。そのなかから,decelation や acceleration と呼

ばれる特異な心拍数パターンが今日,胎児低酸素症や胎児の well-being に対する所見とし

て臨床に応用されている。一方,1960 年代後半における Hammacher の報告以来,心拍数細変

動の生物学的な意義が注目されることになった。そして,この心拍数変動を周波数成分から,

あるいは振幅成分から定量的に記述する幾多の方法が試みられてきた。しかしながら,久保

らの研究によって,従来の諸種の指標は形こそ違え,数理的にはほぼ同義であることが判明

し,改めて心拍数変動を解析するモデルの設計が問われることになった。このような歴史的

な経緯に鑑み,従来の cardiotocogram に代わる記述法として,心拍数確率密度図を考案し

た。そして,本法を用いて,胎児心拍数の妊娠の進行にともなう推移とその特徴を抽出する

ことを主旨に,本年度の研究を行った。 


